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非接触３D ボールミル装置を開発・商品化
と並行し、商社要請の食品製造機を新規に
商品化、事業拡大に貢献 宮城県仙台市
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90

年

名

株式会社亀山鉄工所

建築設備製品、メンテナンス、エンジニ
アリング事業、熱交換器、３D ボールミ
ル装置

勤務地と居住地との距離的理由により、相談の上、
コロナ以前から「週２日出勤＋在宅勤務」態勢を構
築した後に入社しました。個人的な体調を考慮して
頂いた働き方で、長年の知見 ( 技術、および部材・
加工業者との繋がり ) を活かして、駆動機器の開発・
商品化を担当・指揮し、受注を取ることができました。
リモートワークの中でも若手の育成に力を注ぐこと
ができ、次世代の人材・商品が育ってきています。

当製品は、全国のメーカーごとに容量の異なるも
のを使用しています。約 10 年サイクルで入れ替え
( メンテナンス ) される製品のため、全国の顧客に
認知して頂ければ、安定的な需要・売上が期待でき、
また「圧力鍋」を用いた食品製造分野への横展開
も期待できます。

当社が得意な製缶品 ( タンク・槽類 ) の受注量が年々
減少する中で、新たな金属加工製品の商品開発が急務
でした。前社長の肝いりで始めた製品ですが、初めて
の駆動系装置開発に社員の中からチャレンジする者が
いない中では、渡邊氏のような経験豊富な実績ある人
材を社外から招聘するしか方法がありませんでした。
限られた人材や資金の中で、目標期間内で期待以上の
完成度で製品が完成し、係わった社員が商品開発の手
法と外部ネットワークの活用を学べたことで、今後の
商品開発に繋がることと大いに期待しています。　

メーカーでの振動ジャイロセンサーの生産体
制構築から外観検査ロボット開発・商品化

主な経歴：

代表取締役

役職名： コーディネーター

渡邊 康徳 氏

年　齢： 66 歳
家族構成：母、妻、息子、娘、孫
出身地： 還流ルート：宮城県 転居なし
業務遂行手段： 事務所での業務

遠隔業務と月数回の対面会議

07 宮城県

当社は、タンクなどの金属加工製品を作ってきましたが、製缶品 ( タンク・槽類 ) の受注量は年々減少し、代わっ
て建築・プラント関連工事の売り上げが多くなってきていました。市場・分野・業種の新規開拓や新しい装置
の開発を行っている中で、今までの可動しない固定式製品ビジネスから、新たに駆動系装置として「非接触３
D ボールミル装置」を開発・商品化し、拡販を開始する必要がありました。そのために、設計技術者を社外か
ら中途採用し、商品化に取り組んで頂くと同時に、実作業を通して社内での技術者育成を担って頂こうと考え
ました。
更には、当社既存の圧力容器製造技術と３D ボールミル装置の開発技術を融合し、食品業界向け蒸煮機の開発・
商品化を展開すれば、顧客拡大にもつながると考えました。

新製品開発・商品化の設計、および人材育成

球体容器を三次元運動させ、容器内部の材料を低発熱で粉砕・攪拌・混合するボールミル＆ミキサー「HYPER  
SHAKER」の商品化※。
商品化にあたり、渡邊氏は前職で培ったネットワークを活かしたアライアンス戦略により、外部技術力を調達
し ( 設計会社、部材メーカー、加工メーカー )、加えて制御機器メーカーとのパイプを活かして、顧客要求に
応えた性能を有する商品化を達成しました。また、この過程において、駆動系・制御系設計技術者の社内育成
に取り組んで頂きました。その技術者が現在、顧客対応・次機種対応を担っています。
※株式会社プロスパインのマグネットギア ( 非接触動力伝達装置 ) を用いて商品化しました。

３D ボールミル装置の開発・商品化

目標の通り、５年以内に３D ボールミルの大型、小型装置の量産化を達成し、市場投入を果たしました。
また、納豆向け製造装置を供給していたメーカーが、別業界へ供給をシフトし、圧力容器製造から撤退した結
果、当社へきた「圧力釜」の製造依頼を引き受けた際には、３D ミル製品開発で実績を積み上げていた渡邊氏
の支援の下、駆動系装置を開発・設計し、製品を完成することができました。現在、業界からも注目されていて、
先々の需要 ( 顧客仕様 ) に応えるべく供給体制を構築しており、新たな商品カテゴリーとして期待していると
ころです。

当社になかった駆動系商品の開発・設計を通じた技術者の育成

平川 章 氏


